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長
浜
町
、
喜
多
灘
村
、
櫛
生

村
、
出
海
村
、
大
和
村
、
白
滝

村
の
一
町
五
村
が
合
併
し
て

生
ま
れ
た
い
ま
の
長
浜
町
は
、

昭
和
五
十
年
一
月
一
日
で
満

二
十
年
を
迎
、
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
行
政
施
策
、
町

の
で
き
ご
と
を
中
心
に
、
こ

の
二
十
年
間
の
歩
み
を
つ
つ

う
て
み
ま
し
た
。
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新長浜町発足を伝える町の広報紙

「町のたより」第|号(30・|・ 10)

金山出石寺

と青島が瀬

戸内海国立

公園に指定

編入される

(31・5・1) 

長浜本町通りで夏の風物「土曜夜市」は

じまる (32・8・3)
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30 
年
(
一
九
五
五
)

『
新
長
浜
町
』
発
足
。
関
町
式
行
わ
れ
る

役
場
本
庁
に
課
お
よ
び
室
を
設
け
旧
村
部
に
五
支
所
お
よ
び
青
島
、
豊
茂
に
駐
在
員

詰
所
か
置
か
れ
る

町
の
広
報
紙
「
町
の
た
よ
り
」
創
刊
号
発
行

合
併
後
、
初
の
町
長
選
挙
行
わ
れ
る
。
末
永
芳
朗
氏
当
選

町
議
会
定
例
会
、
毎
年
二
一
、
七
、
十
、
十
二
月
召
集
決
め
る

合
併
後
、
初
の
町
議
会
議
員
選
挙
行
わ
れ
二
一

O
人
の
新
議
員
誕
生

母
子
世
帯
小
口
資
金
貸
付
け
制
度
で
き
る

白
滝
保
育
所
が
完
成

大
和
保
育
所
開
設

社
会
教
育
委
員
置
か
れ
る
(
一
一
人
で
組
織
)

白
滝
保
育
所
開
設

関
町
祝
賀
式
行
わ
れ
る

長
浜
中
学
校
改
築
、
白
滝
簡
易
水
道
か
完
成

マ
初
の
ア
ル
ミ
貨
二
円
)
お
目
見
え

長
浜
公
民
館
ほ
か
一
一
公
民
館
で
き
る

長
浜
町
消
防
団
員
八
五

O
人
に

31 

年

国
民
健
康
保
険
全
町
に
適
用

櫛
生
で
パ
ス
転
落
事
故
。
九
人
全
員
死
亡

母
子
福
祉
会
が
発
足

長
浜
本
町
通
り
に
街
灯
つ
く

マ
県
内
の
テ
レ
ビ
受
像
は
じ
ま
る

役
場
支
所
が
廃
止
さ
れ
出
張
所
で
き
る

金
山
出
石
寺
と
青
島
が
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に
指
定
編
入
さ
れ
る

社
会
福
祉
協
議
会
が
発
足

長
浜
大
橋
開
通
二

O
周
年
記
念
祝
典
行
わ
れ
る

地
方
財
政
再
建
整
備
団
体
の
適
用
を
受
け
る

32 

年

マ
N
H
K
テ
レ
ビ
松
山
局
開
局

出
海
簡
易
水
道
が
完
成

全町に国民健康保険適用

(31・1・1)

人

:l::三;

--

焼失により長浜中学校鉄筋コンクリート校舎に改築

(30・5・2)

::l「」二プ帯

日

年

月

日

幼

年

月

日

ω年

R

日
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自i竜保育所(定員90人)新築(30・5・2)



二三宮議孟絵手島一 1
青島診療所新築(34・3・31)。
36・5・|診療開始

白滝に養老院(定員30人)完成(34・4・10)。

のち38-8-1名称「老人ホーム白山園」に。
39.4・|増築にともない定員50人、 46・7・|

定員70人に
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青島中学校新築(33・7・27)
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初
の
土
曜
夜
市
開
か
れ
る
。
以
後
毎
夏
開
催

マ
五
千
円
札
お
目
見
え

マ
百
円
硬
貨
お
目
見
え
33 

年

ぜ

沖
浦
保
育
所
開
設

新
市
町
村
建
設
計
画
策
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム
発
足

長
浜
町
観
光
協
会
が
発
足

自
衛
官
募
集
P
R
の
た
め
長
浜
港
に
自
衛
隊
警
備
艇
入
港

地
域
公
民
館
が
廃
止
さ
れ
、
長
浜
町
公
民
館
お
よ
び
専
任
主
事
、
分
館
が
置
か
れ
る
{

青
島
中
学
校
新
築

青
島
に
公
社
電
話
が
開
通

マ
一
万
円
札
お
目
見
、
ぇ
ロ
南
海
テ
レ
ビ
局
開
局

ネ
ズ
ミ
買
上
げ
行
う
。
一
匹
五
円
也

※
ベ
ビ
|
ブ

l
ム
。
予
讃
線
に
ジ

l
ゼ
ル
カ
導
入
は
じ
ま
る

34 

年

マ
メ
ー
ト
ル
法
実
施
さ
れ
る

町
長
選
挙
、
町
議
会
議
員
選
挙
行
わ
れ
る
。
町
長
に
末
永
芳
朗
氏
当
選
(
二
期
)

下
須
戒
簡
易
水
道
、
柴
簡
易
水
道
が
完
成

新
市
町
村
建
設
計
画
の
策
定
完
了

戒
川
集
会
室
新
築
。
青
島
診
療
所
新
築

旧
五
か
村
の
森
林
組
合
が
合
併
し
「
長
浜
町
森
林
組
合
」
設
立

地
区
委
員
の
名
称
が
「
区
長
」
に
改
め
ら
れ
る

養
老
院
(
現
在
の
白
山
園
)
が
完
成

マ
皇
太
子
殿
下
、
正
田
美
智
子
さ
ん
と
御
成
婚

民
生
委
員
協
議
会
が
発
足

福
祉
年
金
支
給
は
じ
ま
る

35 

年
(
一
九
六
O〉

長
浜
町
隔
離
病
舎
(
仁
久
)
が
完
成

有
線
放
送
電
話
ス
タ
ー
ト

初
の
「
生
活
学
校
」
関
か
れ
る

長
浜
町
隔
離
病
舎
(
下
須
戒
)
、
大
和
診
療
所
が
完
成
開
設

長
浜
警
部
派
出
所
が
長
浜
警
察
官
派
出
所
と
な
る

予讃線にジーゼルカー(33・)

町
の
通
信
広
報
充
実
の
た
め

有
線
放
送
電
話
施
設
設
置

(お・

4
・
l
)
当
時
加
入
約
六

O
O
戸

伝染病などの発生に備え

仁久についで下須戒に隔

離病舎完成(35・6・24)

長浜警部派出所(署員 6人)が

長浜警察官派出所(署員7人)
となる (35・8・1)
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由民年金通用 (35・10。

1)保F食料納入は36+1
力、ら

築
的
改
E

つ

増

2
で
お

E
ト
E

，，t
、

均
ノンコ

ヤ力ん月
比
耳
〈校高丘ハ炉長

長浜海水浴場が

t長浜から沖浦に
移る(36. )長;兵

は潮流が早〈危

険度が高いため
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3
・
刊

凋

咋

白

骨

B

青
島
診
療
所
が
県
営
か
ら
町
営
と
な
る

国
民
年
金
(
処
出
)
が
適
用
さ
れ
る

青
島
丸
を
鋼
船
に
改
造

宅
ワ
ク
チ
ン
投
与
は
じ
ま
る

ι1 
巴

黒
田
筒
日
湖
水
道
か
ん
一
充
成

長
浜
高
校
増
改
築

長
浜
保
育
所
が
完
成

長
浜
港
ふ
頭
が
完
成

国
民
年
金
保
険
料
の
納
入
は
じ
ま
る

長
浜
保
育
所
開
設

町
営
青
島
診
療
所
開
設

初
め
文
部
省
委
嘱
「
婦
人
学
級
」
闘
か
れ
る

町
の
文
化
財
保
護
条
例
で
き
、
文
化
財
専
門
委
員
置
か
れ
る

沖
浦
簡
易
水
道
か
完
成

心
配
ご
と
相
談
所
ス
タ
ー
ト

松
風
寮
と
竹
春
寮
が
仁
久
へ
移
転

海
水
浴
場
が
沖
浦
に
綴
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
じ
ま
る

楽
ス

i
ダ
ラ
節
流
行37 

年

大
屋
簡
易
水
道
が
完
成

凶
山
海
と
喜
多
灘
の
警
察
官
駐
在
所
が
廃
止
き
れ
る

喜
多
灘
保
育
所
開
設

出
海
に
集
団
赤
痢
発
生
む
患
者
三
八
つ
人
に

初
め
「
家
庭
教
育
学
級
」
お
よ
び
「
幼
児
学
級
」
関
か
れ
る

白
滝
小
学
校
改
築

長
浜
町
ゴ
ミ
焼
却
場
か
完
成
(
焼
却
能
力
日
旦
一
旦
瓦
ト
ン
)

喜
多
灘
保
育
所
、
豊
茂
保
育
所
が
発
成

豊
茂
保
育
所
開
設

七
組
合
い
か
合
併
1J
「
伝
浜
町
漁
業
協
同
組
合
」
設
立

コ
レ
ラ
の
特
別
予
算
接
種
が
行
わ
れ
二
六

C
二
人
か
交
け
る
。

フ
ィ
ラ
リ
ア
病
予
防
献
血
行
わ
れ
る

38 

?草

青島丸木造船から童図船(定

員50人)(こ改造付与 12・24)
38・1.1から向営となる
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長浜港ふ頭(9，900平方メートル)完成
(36・3・1) 



長浜郵便局新築移転(3807・10)。

のち45・9・l普通局に昇格
青島小学校改築(39・5・13)豊年踊りが日本郷土芸能大会に初出演(39・5・23)。

のち45・6・29臼本万博に出演、46・3・30町の無形文化財に
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古
品
丸
運
航
が
町
営
と
な
る

町
長
選
挙
、
町
議
会
議
員
選
挙
(
初
の
大
選
挙

K
制
。
記
員
二
六
人
)
行
わ
れ
る
ω

副
長
に
西
国
司
氏
初
当
選

役
場
出
張
所
が
廃
止
き
れ
る

高
峯
簡
易
水
道
が
完
成

役
場
連
絡
所
で
き
る
(
七
か
所
)

県
議
会
議
長
選
挙
行
わ
れ
る
。
末
永
芳
朗
氏
初
当
選

今
坊
に
集
団
赤
痢
発
生
。
患
者
七
八
人
に
。

町
の
広
報
紙
名
「
町
の
た
よ
り
」
を
「
広
報
な
?
か
は
ま
」
に
変
更

老
人
ク
ラ
ブ
が
相
次
き
誕
生

長
浜
郵
便
局
新
築
移
転

初
の
農
業
委
員
選
挙
行
わ
れ
る

養
老
院
の
名
称
が
「
名
人
ホ
|
ム
内
山
園
」
に
改
め
ら
れ
る

初
め
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
行
わ
れ
る

マ
新
千
円
札
お
日
比
、
ぇ

低
所
得
世
帯
小
打
貸
付
け
資
金
の
貸
付
け
ハ
は
じ
ま
る

町
内
で
も
詩
吟
が
フ
1

ム
と
介
。
る

39 

年

ム
ー
坊
隣
保
館
が
完
成

ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
が
発
足
三
一
人
で
構
成
)

泊
村
農
協
が
合
併
し
「
長
浜
町
農
業
協
同
組
合
L

設
立

喜
多
灘
中
学
校
が
長
浜
中
学
校
と
統
合

黒
回
、
橋
支
(
A
1
坊
)
、
郷
「
豊
茂
)
地
区
を
対
象
に
初
力
農
業
構
造
改
善
事
業
に
着
手

青
島
小
学
校
改
築

丘
牛
踊
け
が
日
木
郷
土
芸
能
大
会
(
大
阪
毎
日
ホ
ー
ル
J

h

ド
出
場

し
尿
処
理
場
「
清
流
同
」
が
完
成
(
処
理
能
行
日
墨
田
一
)
キ
ロ
リ
ッ
L

ん
)

沖

浦

に

近

代

的

火

葬

場

が

完

成

量

〉

l

ク

ブ
ル
ト

l
ザ

|

導

入

し

町

.

単

独

の

農

村

道

開

設

に

着

手
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望

事

目

白

マ

新
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線

が

合

業

開

始

常
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お
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M
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青
島
へ
き
地
保
育
所
開
設
一
凶
十
三
年
三
月
三
十
一
日
間
所
)

九
-
四
連
絡
松
山
1

大
分
瀬
戸
内
線
改
良
促
進
総
決
起
し
入
会
開
聞
か
れ
る

町
体
育
館
が
完
成

d
F
¥
イ
ダ
章

シ

ン

ボ

ル

マ

ク

か

町

北

早

々

で

き

る

戸

内

》

T

dvaMwwbv、
回

同

沖
浦
観
音
{
末
蔵
庫
が
完
成

1
y

木
山
灰
不
況
対
策
と
し
て
、
し
い
た
け
の
生
産
計
画
立
て
ら
れ
る
包
帯

町
内
に
社
交
ダ
ン
ス
が
再
び
流
行
し
ま
じ
め
る

F
J
L長
小

品

ス

ー
「
一
ー
い
主
党
パ
h
f
t

一一d
P
E
E
t
f
ι

今坊隣保館完成(39・2・15)

畠宝i中浦観音本
尊rIllm観世音」

の蔵庫完成

(39・12・26)

新火葬場沖浦に完成(39・7・1)
文化のパレス「長浜町体育館」完成(39・

11・30)当時は関西随一の施設といわれ

た
- 5 



青島盆踊りが県の無形

女化財に (判。3・29)

出石寺の釈迦如来像力ミ

県の有形文化財に

(40・3・29)

必ギ

肱)11から取水する新上水道完成(41‘3'31)。
写真は完成した浄水場(柴)

出海保育所(定員60人)完成(40・2・28)
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ゅ

3
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2
・
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40 

年
(
一
九
六
五
〉

中
央
公
民
館
結
婚
式
が
ス
タ
ー
ト

町
合
併
一

C
周
年
記
念
行
事
聞
か
れ
る

41 

年

長
浜
町
防
犯
協
会
で
き
る

初
の
少
年
式
行
わ
れ
る
(
町
内
の
中
学
二
年
生
対
象
に
)

今
坊
浜
簡
易
水
道
が
完
成

交

通

安

全

推

進

協

議

会

い

か

発

足

心

出
海
保
育
所
新
築

長
浜
小
学
校
医
肉
体
育
館
が
完
成

出
石
寺
釈
迦
如
来
像
が
同
時
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

育
島
盆
踊
り
か
県
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

sa
計
一
肱
川
か
ら
取
水
す
る
新
上
水
道
が
完
成

4

・
1
一
出
海
保
育
所
開
設

4
@
仰
一
町
の
広
報
紙
「
広
報
な
が
は
ま
し
第
一
つ

O
号
発
行

5

・
1
一
長
浜
町
農
業
共
済
条
例
を
制
定
し
事
業
を
町
営
と
す
る

6
。
同
一
衛
生
委
員
(
区
長
)
お
よ
び
衛
生
協
力
委
員
置
か
れ
る

7
・
1
一
塁
茂
地
区
診
断
法
に
ま
る

7

・
m
一
青
少
年
補
導
委
員
置
か
れ
る

8

・
7
一
初
の
愛
媛
夏
季
大
学
関
か
れ
る

8
-
m
↓
初
の
町
内
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
調
か
れ
る
コ
似
後
毎
年
開
催

9
・

m
一
町
議
会
議
員
総
酢
職

m
-
1
長
浜
町
預
託
金
制
反
(
E

世
浜
町
中
小
企
業
振
興
資
金
)
が
発
足

マ
国
鉄
が
主
要
一
五
二
駅
に
ヶ
み
と
り
の
窓
口
u

設
け
る

町
議
会
議
員
選
挙
ニ
疋
員
一
一

O
人
)
行
わ
れ
る

長
浜
町
消
防
団
長
八
五

C
人
を
五
一
五
人
に

長
浜
商
脳
連
盟
い
か
発
足

初
の
一
長
浜
町
小
中
学
校
音
楽
発
表
会
聞
か
れ
る

白
滝
診
時
所
が
完
成

櫛
生
隣
保
館
が
完
成

※
「
カ
ギ
ワ
子
」
問
題
に
関
心
高
ま
る

初
の
新
泰
囲
碁
将
棋
大
会
聞
か
れ
る
{
以
後
毎
年
開
催

須
沢
簡
易
水
道
が
完
成

長
田
集
会
所
が
完
成

長i

黒田集苦言所完成(41・2勾 10)

初の夏季大学(40・，507) 

十 6

公民館結婚式スタート(制。 1・1) 

当時の披露宴会費1，200丹也
べ思頼輯長当J

白滝診療所完成(40，12・20)41・4，1診療

開始
I -議
櫛生隣保館完成(40・12・25)



建再

叫

壌

fι
、
、
副
司

成

イ

ヨ
J

て

月
号
人

川
印

風

園田一

A
E

定
の
一

所グ』一。。一
E
G
 

ちの

農協第 1共撰場(長浜)完成(41.4・19)

::E.2乞当臨ι;
;中浦保育所(定員60人)新築(42・2・25)

独居老人、ねた刊老人ら百島の回りの

と韮量韮主二全ごと竺で璽土色と4・1)
11 3 3 222  

1 20 j 5 28 23 15 

|1Y111111川 1098"77765114
20 30 22 7 15 10 8 15 26 30 20 19 28 30 19 18 

品
川
叫

つ乙フ』n4
 

cvi~ 
FFF 
完所会集島青

公
民
館
黒
問
分
館
か
町
内
で
初
の
共
同
葬
具
を
設
置
。

以
後
つ
ぎ
つ
さ
各
地
械
に
設
置

朝
日
簡
易
水
、
地
(
国
旦
茂
)
が
完
成

長
浜
町
赤
卜
字
奉
仕
団
が
発
足

大

和

保

育

所

新

築

覇

議

長
浜
ラ
イ
才
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
る
瀬
型

車

豆

茂

診

療

所

か

完

成

開

設

羽

越

大

谷

口

簡

易

水

道

(

今

坊

ノ

一

が

完

成

蔭

E

公
民
鋭
機
構
を
改
革
、
新
た
に
八

C
部
落
館
を
訟
置

初
の
ホ
ム
ヘ
ル
パ
1

設
置

白
滝
診
療
所
開
設

役
場
連
絡
所
に
専
任
職
員
脅
か
れ
る

天
日
孟
皇
后
向
陛
下
が
列
半
に
て
長
浜
駅
を
こ
通
過

長
浜
町
青
果
農
協
第
一
共
同
撰
果
場
新
築

中
央
公
民
館
に
同
喜
一
至
を
設
置
一
一
図
書
灼
巡
回
貸
出
し
は
じ
ま
る

出
海
公
民
館
が
完
成

公
民
館
に
キ
ツ
チ
、
ノ
ヵ
ー
を
設
置
し
、
巡
副
料
理
講
習
会
中
川
崎
じ
ま
る

五
時
の
時
報
に
、
、
三
十
|
ジ
y
ク
サ
イ
レ
ン
を
採
用
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
弓
フ
寄
贈
)

初
の
「
高
齢
者
学
級
(
現
在
の
老
人
学
級
ご
開
か
れ
る
(
一
部
の
地
域
で
)

V

閑

議

で

有

円

札

の

廃

止

決

め

る

ミ

れ
V

初
の
敬
老
の
日

L
珍
y

-

!

入
院
に

町

に

葬

儀

車

を

霊

長

謝

料

刊

一

c

剣
q

J

初

の

体

育

の

日

一

伝

ノ

4

長
浜
町
農
協
は
か
二
団
体
が
合
併
し
「
長
浜
町
青
果
投
業
協
同
組
合
」
設
立

長
浜
町
体
育
協
会
が
発
足

初
の
ぷ
浜
町
乾
し
い
た
け
共
進
会
開
く

自
の
浦
簡
易
水
道
(
今
坊
)
が
完
成

長
浜
町
長
選
挙
行
わ
似
る
。
西
田
司
氏
当
選
(
二
期
)

福
祉
傘
が
長
浜
駅
に
初
め
て
設
置
さ
れ
る

42 

年

札
間

楕祉傘長浜駅に50本初

設置(41・)
務

マ
初
の
建
問
記
念
日

初
の
長
一
政
駅
伝
競
走
大
会
(
長
浜
1

大
洲
閣
)
開
か
れ
る
。
以
後
毎
年
開
催

白
滝
公
民
館
か
完
成

青
山
両
集
合
同
が
完
成
。
沖
浦
保
育
所
新
築

出
海
共
同
作
業
場
、
演
沢
共
同
作
業
場
ー
か
完
成

愛
媛
県
議
会
議
員
選
挙
行
わ
れ
、
長
浜
の
井
上
式
夫
氏
初
当
選

身
体
障
害
者
初
祉
協
議
会
が
発
足

松
本
簡
易
水
道
(
今
坊
)
が
完
成

台
風
同
三
号
来
襲
、
相
生
地
域
で
大
被
害

大
干
ば
つ
来
襲
農
林
産
物
に
大
被
害

※
ヒ
ッ
ピ

1
、
ブ
|
エ
ノ
ン
、
グ
ル

l
寸
サ
ウ
ン
ズ
大
流
行

初の畏浜駅伝大会(42'2・12)

出海公民館完成(41・6，28)白滝公民館完成(42・2.15)

7 



長
浜
と
本
州
を
結
ぶ
初
の

フ
ェ
リ
ー
「
長
浜

l
上
関

フ
ェ
リ
ー
就
航
(
糾
・

8
6

|
)
。
の
ち
灯
・
川
・
9
休
航

中学校統合な

る。統合長浜

中学校完成

(43・4・1) 
写真下は同校
敷地造成前の
:v:史
3<ご

、町、，
J
p
n
u
 

ι

。，』

を

む

可

員

復

摺

患

ぐ

。
T

ご
ニ
ニ
喝
さ
主
ね''t、
襲来雨豪中健一討

幣額融習a

i毎の玄関口「長浜商工会館」完成(44・8・1)

431 

1 31 7 

10 10 9 8 7 7 4 

25 6 6 26 3 1 11 

12 12 12 

10 8 1 

3
・
吉

3
。
幻

n吟

e
4
1

4
・
幻

4
・

m

6
0
ロ

6
・

m

7
0
到

。。.，
z

43 

~ 

町
の
誘
致
企
業

J
一
平
木
産
業
胤
」
設
立

豊
茂
公
民
館
が
完
成

出
海
中
学
校
を
除
〈
他
中
川
千
校
が
統
合
。
統
合
長
浜
中
学
校
が
完
成

櫛

生

保

育

所

開

設

関

て

場

誘

致

条

例

て

き

る

園

町

杓

に

母

子

保

健

推

進

委

員

置

か

れ

る

副

止

白
滝
・
大
戸
山
に

N
H
K
テ

レ

ビ

中

継

塔

で

き

る

園

マ

郵

便

番

号

制

発

足

園

町
の
誘
致
企
業
「
福
山
ゴ
ム
阻
(
現
在
の
長
浜
化
成
肌
)
」
設
立

集
中
す
蒙
雨
長
浜
町
全
域
を
襲
、
7
0

大
被
害

沖
浦
地
区
に
集
団
赤
痢
発
生
。
患
者
向
九
人

青
島
地
区
診
断
は
じ
ま
る

長
浜
町
消
防
団
員
四
百
五
十
人
に

住
吉
公
園
展
望
台
が
完
成

櫛
生
診
療
所
と
由
一
斗
茂
診
療
所
開
設

長
浜
町
V
Y
S
発
足

一ゾ

3
億
円
盗
維
事
件
発
生

- 8一

豊茨公民館完成(4303，31)

住吉神社が住吉公園に移転(44・3・
吉)写真下旧

貸U「リノベ殊特ー刀町
け
に

4

入
札
v

老

九

円

り
始

/
き
開

J
'に
存
、

ね
長
J



;.00 J 
台風10号来襲

433  1 

1 14 I 31 

5
・
げ

5
0
M叫

高
・
刊
。

8
・
引

n
3

・
qu

n
w
d
w
e
p弓
J
V

S
・
却

救急専用車を設置(d，5・9・26)

4 3 3 3 3 2 :2 I I 12121 1211 1010 9 
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45 

EJ(
一
九
百
O
二

EXP070 

下
平
集
会
所
(
下
須
戒
)
か
定
成

海
上
保
安
庁
か
青
島
に
航
路
燈
台
を
設
嵩

マ
H
本
万
国
博
覧
会
開
催

高
齢
者
年
金
支
給
(
七
五
歳
以
上
)
は
じ
ま
る
。

心
身
障
害
児
童
楕
祉
手
当
支
給
は
じ
ま
る
。
町
の
誘
致
企
業
一
カ
ル
ヒ
|
製
菓
臥
」
設
立

今
坊
共
同
作
業
場
か
{
元
成

初
の
行
政
連
絡
会
聞
か
れ
る
。
以
後
毎
年
春
秋
に
開
催

喜
多
灘
土
地
改
良
区
ほ
か
六
改
良
区
が
合
併
し
「
長
浜
町
土
地
改
良
区
」
設
立

豊
年
踊
り
か
日
本
一
万
国
博
に
出
演

台
風
一
心
号
来
襲
。
{
一
不
栄
産
業
白
滝
工
場
の
倒
壊
な
ど
大
被
害

長
浜
郵
便
局
が
特
定
局
か
ら
普
通
局
に
昇
格

初
の
町
民
運
動
会
開
か
れ
る
。
以
後
は
ほ
毎
年
開
催

長
一
保
の
紺
屋
町
に
初
の
交
通
信
号
機
つ
く
。
(
県
内
初
は
昭
和
一
二
Q
年
、
松
山
市
一
番

町

)

司

1
1
1
4
5
iー句

町

に

救

急

専

用

車

(

患

者

輸

送

半

)

を

宮

城

す

い

々

一

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
事
業
は
じ
ま
る
与
i

，ーで
7
d酷
悪
整
骨

災

害

遺

児

手

当

支

給

は

じ

ま

る

門

汗

L
7一~ー荷山

自

の

浦

集

会

所

(

今

坊

)

が

完

成

二

一

J

間帯ぃ

大

和

保

育

所

改

築

十

一

時

'J瀬¥ふ
ヘ
一

道
上
ち
び
っ
子
広
場
(
山
本
)
が
完
成
一
勺
懇
一
-
一

;ja際
問

柿
の
久
保
簡
易
水
道
(
下
須
戒
J

が
完
成

E
積

国

勢

花

火

一

三

6

臼

長
浜
町
長
選
挙
行
わ
れ
る
c

西
出
司
氏
当
選
(
三
期
)

婦
人
か
ん
検
診
は
じ
ま
る
。
腸
チ
フ
ス
。
パ
ラ
チ
フ
ス
予
防
接
種
を
廃
止

46 

年

日
沖
浦
集
会
所
完
成

(
総

0
2
・
n)

正
午
の
時
報
兼
非
常
用
サ
イ
レ
ン
を
住
吉
公
開
に
新
設

愛
媛
県
同
和
対
策
協
議
会
長
浜
支
部
で
き
る

青
島
に
婦
人
消
防
凶
員
(
二
二
人
)
か
誕
生

沖
浦
集
会
所
が
完
成

長
浜
隣
保
館
が
完
成

無
事
喜
地
の
た
ぶ
の
木
し
な
ど
九
件
の
樹
木
を
町
の
天
然
記
念
物
に
指
定

沖
浦
児
童
遊
闘
が
完
成

ぷ
場
集
会
所
(
長
、
浜
)
が
完
成

豊
年
踊
り
が
町
め
無
形
文
化
財
に
指
定
事
れ
る

児
童
手
当
支
給
は
じ
ま
る

長
浜
乳
児
保
育
所
が
完
成
開
設

長
浜
町
中
央
公
民
館
を
設
置

ミ室内幡町

水場集会所完成

(46.3'25) 

9件の樹木を町の
突然記念物に指定

マ

日の涌集会所男成

(45'11 20) 

た
ぶ
(
無
一
号
室
口
地

長浜紺屋町に初の信号機っく (45'9'20)

- 9 ー

いちょう(豊茂)くろまつ(豊茂)いちょう(出海)いたじい(櫛生上

F
h
J
 
ぺ‘υ
広

υ

恥?で(

戸
戚由一ん館悶木隣近山匡反

こしさ(柴) くろまつ(白滝)こか(重量茨

乳児保育所(定費60人)完成闘設(46・4・1)



青島に一般電気つく
(46・8園27)
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大和小学校改築 (47・3・20)

n
J
恒・
4
E
a

2
・

m

2
・
M

2
・ぉ

2
・
mu

s
-
m
 

3
。

m

3
・
幻

4
・
1

8 7 7 6 554  

1 8 J 28 I 15 15 

10 

家
庭
の
日
推
進
協
議
会
が
発
足

一
電
報
電
話
局
新
築
、
公
社
電
話
が
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
な
る

ゴ
ミ
焼
却
場
改
築
。
焼
却
能
力
日
量
二

0
ト
ン
に

町
内
全
域
を
対
象
に
第
一
次
林
業
構
造
改
善
事
業
は
じ
ま
る

初
の
寸
放
送
大
学
」
聞
か
れ
る

F

青

島

に

一

般

電

気

を

導

入

一

町
内
に
公
害
モ
ニ
タ
ー
(
四

O
人
)
置
か
れ
る
匙
輸
W
F
h

日
曜
日
の
普
通
郵
便
物
の
配
達
を
休
止
~
ト
輔
崎
留
館

長

高

校

体

育

館

が

完

成

歪

鞠

観

主

七

五

歳

以

上

の

人

の

医

療

費

が

無

料

と

な

る

:

長
浜
信
用
販
売
協
同
組
合
で
き
る
。
チ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
信
用
販
売
は
じ
ま
る

七
O
歳
以
上
の
人
の
は
り
、
き
ゅ
う
、
あ
ん
ま
施
術
費
に
町
補
助
金
支
給
は
じ
ま
る

喜

多

灘

駅

、

出

石

駅

が

無

人

駅

と

な

る

ヘ

角

長
浜
町
長
期
振
興
計
画
基
本
構
想
で
き
る
。

f

目
標

1
①
楽
し
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
②
豊
か
で
働
き
が
い
の
あ
る
町
っ
く
り
③
美

し
い
人
情
と
文
化
の
町
っ
く
り

※
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
ブ
|
ム
と
な
る

47 

年

老人医療無料に(46・10・1)

町
内
に
老
人
家
庭
相
談
員
置
か
れ
る

マ
愛
媛
県
が
全
国
自
治
体
初
の
痛
週
週
休
二
日
制
採
用

低
所
得
世
帯
用
貸
葬
具
を
設
置

無

事

喜

地

集

会

所

(

今

坊

)

主

芸

員

田

の

湖

集

会

所

(

白

滝

)

主

語

撃

韓

大
屋
集
会
所
(
黒
田
)
が
完
成

¥
h
v
F
~

橋

立

簡

易

水

道

(

今

坊

)

が

完

成

機

絞

鱗

怠

大

和

小

学

校

改

築

謀

議

議

沖

浦

共

河

作

業

場

完

成

一

ド

ペ

柴

公

民

館

が

完

成

え

ら

譲

戒
川
小
学
校
プ

l
ル
、
豊
茂
小
学
校
ブ
ー
ル
が
完
成
。
出
海
に
町
営
住
宅
十
八
む
ね

三
六
戸
が
完
成

長
浜
町
役
場
に
隔
週
週
休
二
日
制
を
採
用
。
市
町
村
で
は
肱
川
町
、
河
辺
村
と
と
も

に
全
国
初

災
害
遺
児
手
当
支
給
は
じ
ま
る

出
海
診
療
所
を
開
設

昭
和
の
目
安
箱
「
声
の
箱
」
を
町
内
一
七
か
所
に
設
置

マ
沖
縄
県
発
足

四
O
、
四
五
、
五
五
歳
の
人
を
対
象
と
し
た
誕
生
日
検
診
は
じ
ま
る
(
三
年
計
画
)

長
浜
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
が
発
足

長
浜
町
社
会
教
育
指
導
員
置
か
れ
る

マ
タ
バ
コ
に
「
健
康
の
た
め
吸
い
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
」
と
表
示

住
宅
改
修
資
金
貸
付
け
は
じ
ま
る



小
浦
団
地
に
町
営
住

宅
5
む
ね
羽
戸
完
成

(
組

e
3
・m
U
)

長浜一神戸フェリー就航(48・6・7)

町の広報紙200号
発行 (48・¥¥ .20) エ

め
着
ny

J

設門は
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h
t

橋
何
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櫛生小学校改築 (48'卜18)

借
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困

。
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n
4
@
匂
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s

B
@
印

3
・m山

3
@
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g
e
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sem出
3
・
引

a品
Y
a
q
t

白滝に児童交通遊園完成(48・8・9)

|川 109 9 8 8 7 7 6 4 
15 1 20 1 27 1 27 9 25 1 S 7 28 

長
浜
中
学
校
運
動
場
に
照
明
施
設
が
完
成

白
滝
小
学
校
プ

l
ル
が
完
成

豊
茂
簡
易
水
道
が
完
成

長
浜
小
学
校
創
立
一

O
O年
迎
、
え
る

初
の
勤
労
青
年
国
内
研
修
行
な
わ
れ
る
。
以
後
毎
年
実
施

長
浜
町
青
果
農
業
協
同
組
合
第
二
共
同
撲
果
場
が
完
成

松
山
1

大
分
瀬
戸
内
線
国
道
昇
格
推
進
協
議
会
が
発
足
。

櫛
生
保
育
所
新
築

海
の
医
療
救
急
艇
「
ひ
ま
わ
り
号
」
設
置

大
平
集
会
所
(
戒
川
)
が
完
成

新
長
浜
大
橋
建
設
着
工

※
国
鉄
予
讃
線
に
特
急
が
登
場

白j竜小学校プール完成

(47・8・20)

櫛
生
保
育
所
(
定
員
印
人
)
新
築
(
灯
・

H
-
m
m
)

同
結
成
大
会
開
か
れ
る

※小長町重長町初白豊初長初独 0大小大マ出名 f主櫛七
石長浜の度浜内の滝茂の浜の居歳和浦和市海の吉生 O
油浜駅広心町に「に小--， I長老児公団橋町集城神小歳
シ集前報身議身敬児学成神浜人医民地歩村会集社学以
ヨ会に紙障会体老童校人戸町家療館に道で所会の校上
ツ所自「害議障の交運大フ商庭費が町橋もが所手改の
ク(転広者員害家通動学エ工にが完営が青完(水築人
白車報の選者」遊場 1)祭ホ無成住完空成柴鉢 の
滝置な医挙家行園に開|り l料 宅成駐 )と 医
、三場が療行庭わが照か就をムと 五 車 が今 療
植がは費わ奉れ完明れ航開サな む 禁 完坊 費
Et完まがれ仕る成施る 催イる ね 止 成の が
lZ成」無る員。設 レ三 久無
支二料置以が ン O 保料
主 Oとか後完 を戸 文と
川 Oなれ毎成 貸が 書な
m.号るる月 与完 がる
川発実 成町
川 λ一 件 J 吋耕一一一明:一一施 ぷ芸祭主お慈蕊鋭議義祭議絞議議議薮識の

が 議欝襲警護擁懇璽翠題欝鱗議議襲欝欝欝j 文
仕 掛鰍を;句。弘 樹轍歌蹴惨母懇癒議離毅議議鶏懇謀議化

芸 鞍輔議機伊鶏饗苧襲撃開
指
定
さ

名の城集会所完成(48.3・10)

48 

年

m
e
r
 住吉神社の手水鉢

(上)と今坊の久保
文書が町の文化財

に(48・2・7)

11 石油ショック



有線放送電話が

自動式に

(49・10・1) 

小浦団地に町営住宅2むね48戸完成
写真下は埋立て前風景 (49・11，20) 喜多灘小学校改築(49・3・30)。写真上は旧校舎
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49 

年

長

浜

町

青

果

農

協

加

工

場

が

完

成

所

的

沖
浦
固
斉
藤
山
に
N
H
K
テ

レ

ヒ

中

継

塔

で

き

る

↑

一

法

日

大
和
小
学
校
プ

i
ル

が

完

成

市

野

一

町

民

の

広

場

(

長

浜

大

橋

の

た

も

と

)

が

完

成

対

替

(

白

滝

公

園

無

料

駐

ぃ

車

場

が

完

成

れ

造

成

が
新
完

新

造

替

地

集

会

所

(

下

須

戒

)

が

完

成

鰯

し
尿
処
理
場
「
清
流
園
」
改
築
(
処
理
能
力
日
且
一
県
一

0
0キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
仁
)

上
老
松
簡
易
水
道
、
本
郷
簡
易
水
道
(
戒
川
)
が
完
成
主
令
量
産

t
e尚

喜
多
灘
小
学
校
改
築

ρ

J

時

i
舗
割
賦

仁

久

集

会

所

が

ん

一

五

成

低

予

-Q
一
罷
麟

aM初
出
嫡
睡
・
閣
編
勝
吉
話
勧
告
J

…
ι

恥
m
j
h
ザ
j

司
飼

mu醐
鋪
鋼
材
技

母
子
家
庭
医
療
費
に
対
し
町
の
一
部
負
担
は
じ
ま
る
猫
額
紙
一
い
ぺ
鱒
灘
将

婦

人

会

が

連

合

体

と

な

る

だ

の

む

仁

三

一

一

謀

議

磁

町
の
花
木
決
ま
る
。
花

l
サ
ル
ビ
ア
、
木

l
サ
ン
ゴ
ジ
ュ
、
花
木

l
サ
ツ
キ

初
の
中
央
公
民
館
サ
ツ
キ
展
開
く

喜
多
灘
保
育
所
改
築

小
浦
集
会
所
(
沖
浦
)
が
完
成

皇
太
子
ご
夫
妻
が
列
車
に
て
長
浜
駅
を
ご
通
過

柴
小
学
校
プ

i
ル
が
完
成

喜

多

灘

小

登

校

運

動

場

の

照

明

施

設

が

完

成

成

。

初

め

郷

土

芸

能

祭

開

か

れ

る

守

完

仰

い

長

浜

の

山

際

墓

地

に

あ

る

万

霊

堂

改

築

ぺ

川

7
一
子

小

浦

団

地

(

沖

浦

)

埋

立

て

完

成

プ

何

長

浜

町

長

選

挙

行

わ

れ

る

。

菊

地

嘉

彦

氏

初

当

選

校

ヤ
イ
品

有

線

放

送

電

話

が

自

動

式

に

な

る

い

a

母

子

家

庭

入

院

医

療

費

が

無

料

と

な

る

柴

松
山
i
大
分
瀬
戸
内
線
(
伊
予
市
1
保
内
町
間
)
が
三
七
八
号
線
と
し
て
一
般
国
道
に

昇
格
小
浦
閉
山
地
に
町
営
住
宅
二
む
ね
四
八
戸
が
完
成

沖
浦
漁
港
の
建
設
を
め
ぐ
り
賛
成
、
反
対
運
動
起
る

(
一
九
七
五
〉

長
浜
町
合
併
満
二

O
年
を
迎
え
る

ぶど

喜多灘保育所(定員30
人)新築(49・5・26)

大和小学校プール完成(49・2・22)

の近代的大型加工場完成

(49・1・1) 

~ 12 ~ 

長浜高校プール完成(49初夏)

し
トル)改築



46・9・27 長浜町池域健康調査

を開始

46・10・9 町内の一部の漁業者

が黒田沖埋立てによる漁業被害

を訴え海上デモ行う

46・11・22 県水産試験場に依頼

して黒田沖埋立てによる漁業被

害調査を開始

46・12・9 先進工業地帯の視察

を終了。期間中、県・町・町内の

各機関や団体12者22か所を視察

調査

47・1・22 町内の漁民38人が町

を相手に埋立て造成工事に伴う

損害賠償請求の裁判起こし、現

在松山裁判所で審理中

47・3・31 工業用水道が完成

47・4・21-30 通産省、四国通

産局、愛媛県の三者が長浜地先

海域産業公害総合事前調査行う

47・5.31 晴海団地が完成

48・11・1 町内 3か所に大気汚

染自動測定器を設置

48・12・19 晴海団地全面積の分 黒田沖埋立て(臨海工業団地)
完成 (47・5・31) 

譲契約終わる。分譲者数一昭和

43.7・28 町議会が長浜町地先

海面土地造成推進を決議すると

ともに、町(町長)が臨海工業開

発をすすめることを決意

44・5・21 先進工業地帯の視察

調査を開始

45園8・14 財団法人長浜町開発

公社設立

45・8・17 漁業補償調印成立

45・10・1 黒田沖埋立て開始

45.11・7 公害から長浜を守る

会代表から、青島の採石につき

町および業者が告発される。町

は不起訴、業者は 3万円の罰金

45・11・20 昭和電工KKとの覚書

および公害防止協定の調印成立

45・12・16-25 県と町が日本気

象協会に依頼して大気調査行う

46・5・12-14 通産省、四国通

産局、愛媛県の三者が長浜地区

産業公害総合事前調査行う

46・5・26 長浜町公害対策審議

会が発足

46・8・13 昭和サボア阻との覚

書および公害紡止協定の調印成

ムL

サボアKKほか31。以後各企業つ

ぎつぎと工場建設、操業を開始

49・3・31 次期開発の資料とす

るための長浜町地先海底の土質

調査(ボーリング調査)を開始

漁業補償調印成立

(45・8・17)

立

)

成

は

門
H
ド

・

戸
ト
」

F
n
x
u

調

ふ
定
作
協

0

ーに

q
ζ

戸

既
日
長
浜
町
公
害
対
策

害
F
h
d

審
議
会
発
足

公

九

円

(

日

開

・

5
・
出
)

産業公害総合事前

調査行う

(46・5・12-14)
(47・4・21一30)

埋立てによる漁業被害

訴え一部の漁民がデモ

(46・10・9)

に
定
日
現

8
染
付
汚
置
気
設
大
器

13 
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編

隼

ノウ羊4
イ上づ之

5己

ま臨醸認盤魁

こ
の
凶
年
の
ゆ
ノ
み
」
の
編

集
は
、
初
期
間
に
文
書
広
報
謀

が
独
自
で
行
い
ま
し
た
た
め
、

記
録
は
決
し
て
十
分
で
は
な
く

も
っ
と
も
っ
と
重
要
な
こ
と
が

漏
れ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
記

録
が
誤
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。ご
ら
ん
い
た
だ
い
て
、
お
気

つ
き
の
一
)
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

加
除
訂
正
の
処
置
を
し
、
さ
ら

に
充
実
し
た
も
の
に
し
た
い
と

考
、
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
係

(
公
社
電
話
一
一
一
一
一
一
番

内
線
一
五
番
、
有
線
二

O
一一一二

番
)
ま
で
ご
一
報
い
た
だ
け
孔

ば
幸
い
で
す
。

広報なが悪霊璽霊翠轟轟

合併後、初代町長をつとめ

た末永芳朗さん

ちょうど10年前、初の公民

館結婚式をあげた黒田の中

野七郎さんー長浜の升回彰

子さんのカップル

このほど第|次臨海工業開

発をみた長浜町

このころ町章ができる

11年前、西龍寺用7Jz~.也で泳

ぎを楽しむ西上一志、比呂

志(白滝)さん親子

)一← 二二三三二豆霊霊五三三±ここι三二

合

面

久

石

組

方

窪

白

蚕
良
の

養

奈

柴

子

、

日

の

一

ん

前

3
で

窪

さ

年

泊

行

、

子

叩

2
旅

茂

弘

2年前、大和小学

校大和公民館落成

式に出席の下須戒

の松野サ、エさん

四一一一一一←
一一ーよι一一

4年前、生後 5か月の服部

美香(今坊)ちゃん。

自宅の庭でおばあちゃんに

抱ヵ、れて、ご満悦

このころ肱川から

取水する新上水

道完成

このころ農協会併

86歳、きょうもハツラツ沖

浦の川上菊衛門さん。

めじろどともに73年、.'il1J名

「めじろの菊さん」

文

町

た

浜

し

長

成

ス

完

レ
前

パ

館

年

の

育

川

化

体

このころ田T内にヰ土

交夕、ンス再流行

11年前、自宅の庭で長男の

写真におさまる生田俊道 a

八重子(櫛生)夫妻

一一一日午~一一一一一一二温三三ム止ぷ半斗与え出

ゆが喧T

このころ小浦住宅

5むね30戸完成

このころ長浜乳児保育所開

日又

調 14年前、金山出石

寺キャンプで弁当

をパクつく山口正

隆(出海)さん

このころ、長浜町

文化財保護条例で

きる

合併後、 2代田町長をつと

めた西国司さん

2年前、クラブの仲間と楽

しい旅行をする堀井ひとみ

(長浜・写真中央)さん記念

写真のポーズに大はしゃぎ

このころ豊年踊りが日本郷

土芸能大会に出場
このころ長浜一神戸フェリ

ー就航

合併後、 3代目町長をつと

める菊池嘉彦さん
43年の長浜町

47年町内婦人バレーボール

大会で見事優勝し喜びの記

念写真におさまる豊茂チーム
む

庁

一

望

場

一

を

役

一

築

町

一

改

浜

一

ら

長

一

か

る

一

ろ

れ

一

ご

力

一

前

間

一

年

が
3
t
p一
全

国

一

14 

ニの二ろ豊茂簡易水道完成


